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「２０２５年度 町田市小学生・中学生フォーラム」の実施報告について 

１ 概要報告 

１ 目的 

町田市内の小学校・中学校から児童・生徒の代表者が集い、各学校の課題解決や目標

実現に向けた取組等について交流することを通して、今後の各学校における自主的な取

組の活性化を図るとともに、各自の主体性や協調性等の育成を図る。 

 

２ 概要 

○２０２２年度から開始し、４回目の実施となる。 

〇今年度からは小学生も参加しての実施となる。 

（学校数が多いため１２校ずつ、毎年入れ替えて実施） 

○事前に町田市立小・中学校に調査し、テーマを「みんなが行きたいと思う学校にする

ために」と決定し、実施した。 

○町田市立小・中学校各校２名の代表児童・生徒が集い、会の進行や話し合いを主体的

に進めた。 

○各学校で行っている、みんなが行きたいと思う学校にするために取り組んでいること

を共有し、「みんなが行きたいと思う学校にするために」大切なことを考え、今後取り

組んでみたいことを具体的に考えた。 

 

３ 実施日時・会場 

２０２５年７月３１日（木）午前１０時から正午まで   

町田第一中学校 校舎２階 交流ホール 

 

４ 会の流れ 

（１）開会式 

（２）各学校で行っている「みんなが行きたいと思う学校にするために」取り組んでいる

ことを共有する。 

（３）「みんなが行きたいと思う学校にするために」大切なことを考え、今後取り組んで

みたいことを具体的に考え、発表する。 

（４）振り返り 

（５）閉会式 

 

２ 資料 

（１） 活動の様子 
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（２）各学校で行っている「みんなが行きたいと思う学校にするために」の取組 

   各学校でスライドにまとめ、グループに分かれてそれぞれの取組を伝え合った。 

   ※スペースの関係上、複数枚あるスライド資料の内、一部のみを掲載。 

【小学校】 

町田第二小学校 

 

町田第三小学校 

 

町田第六小学校 

 

南大谷小学校 

 

南第一小学校 

 

南第三小学校 

 

鶴川第一小学校 

 

鶴川第二小学校 
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【中学校】 

 

小山田小学校 

 

山崎小学校 

 
小山田南小学校 

 

七国山小学校 

 

町田第一中学校 

 

町田第二中学校 

 

町田第三中学校 

 

南大谷中学校 
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南中学校 

 

つくし野中学校 

 

成瀬台中学校 

 

南成瀬中学校 

 

鶴川中学校 

 

鶴川第二中学校 

 

薬師中学校 

 

真光寺中学校 

 



5 

 

 

金井中学校 

 

忠生中学校 

 

山崎中学校 

 

木曽中学校 

 

小山田中学校 

 

小山中学校 

 
堺中学校 

 

武蔵丘中学校 
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（３）「みんなが行きたいと思う学校にするために」大切なこと、具体的な取組、今後取

り組んでみたいこと 

   小学生と中学生それぞれグループで話し合い、話し合ったことをまとめて、全体で

発表した。 

【小学生 Ａ～Ｄグループ】  

 

        

 

付箋を活用し、 

取組を出し合った。 

情報交換をした他校の

取組も参考にしながら 

話し合った。 
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【中学生 Ｅ～Ｋグループ】 

 

        

 

大切にしたい言葉を出し合い、

整理した。 

「概念と取組は分けて考えよう」

等、話し合いの趣旨を理解し、

進めていた。 



8 

 

 

      

 

 

先輩、後輩等、縦の繋がりの

重要性を考えていた。 
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学校に持ち帰って、 

実際に取り組んでみたいと 

意欲が高まった。 
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（４）参加生徒へのアンケート結果 

①実施期間  ２０２５年７月３１日（木）から２０２５年８月１４日（木）まで 

②回答数   ５８件（参加者６４名、回答率９１％） 

③アンケート結果１：選択項目 

設問 
とても 

そう思う 
そう思う 

あまりそう 

思わない 
そう思わない 

各学校の取組を紹介してもらいましたが、各

学校の取組は参考になりましたか。 

１００％ 

（５８件） 
― ― ― 

「みんなが行きたいと思う学校にするため

に」について、主体的に考えることができま

したか。 

８１．０％ 

（４７件） 

１９．０％ 

（１１件） 
― ― 

話し合いの時に、自分の意見を伝えることが

できましたか。 

７０．７％ 

（４１件） 

２７．６％ 

（１６件） 

２．０％ 

（１件） 
― 

 

④アンケート結果２：自由回答・自由記述（一部抜粋） 

◆小学生・中学生フォーラムに参加してよかったことは何ですか。 

＜他校の取り組みを知ることができた＞ 

・他の学校の特色ある活動（例：あいさつ運動、地域との関わりなど）を知ること

ができた。 

・自分の学校にはない取組や制度を知ることができた。 

・他校の生徒会の仕組みや工夫を知ることができた。 

・他校の課題やその改善策を知ることで、自校の参考になった。 

＜新たな視点・アイデアを得られた＞ 

・自分とは異なる視点や考え方に触れることができた。 

・今までの課題に対して新しい解決のヒントが得られた。 

・自校の取り組みを見直すきっかけになった。 

・自分の考えの幅が広がった。 

＜自校への活用・改善意欲が高まった＞ 

・他校の取り組みを自校に導入したいと思った。 

・自校の魅力や課題を再認識し、より良い学校づくりに活かしたいと感じた。 

・次の代の生徒会へ伝えたいという意識が芽生えた。 

・全校生徒が行きたいと思える学校にするためのヒントを得た。 

＜他校との交流・意見交換ができた＞ 

・他校の生徒と深く話し合うことができた。 

・初対面の人と話す力がついた。 

・他校の生徒と友達になれた。 

・意見交換を通じて新しい取り組みを考えるきっかけになった。 

    

◆来年度、町田市小学生・中学生フォーラムで話し合ったらよいと思うテーマは。 

〇いじめ防止・人間関係の改善・いじめをなくすにはどうしたらよいか（多数） 

・みんなが仲良く過ごすためにできること。 

・「みんなが過ごしやすい学校」とは何か、そのための取組。 

・認め合いの文化づくり。 

〇児童生徒が主体となった学校づくり 

・生徒が学校をより良くするためにできること。 

・校則改定に生徒の意見を反映させるにはどうしたらよいか。 
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・生徒主体の学校行事について。 

・意見の表し方。 

〇異学年・地域との関わり 

・他学年との交流を増やすことについて。 

・地域とのつながりを増やすための取組。 

・交流できる環境づくりと意見の取り入れ方。 

〇学校の魅力・特色・改革 

・自分の学校のいいところ、オリジナルなところ。 

・自分の学校の課題と魅力について。 

・各学校の伝統（取り組み）をどのように引き継いでいるか。 

〇ICT・AI・現代的課題への対応 

・インターネットの使い方（チャット GPT等 AIの正しい使い方・向き合い方）。 

・SDGsを意識した学校の取り組みについて。 

・多様性について。 

〇その他の意見・感想 

・今回のテーマ「みんなが行きたいと思う学校にするために」がとても良かったの 

で、来年度も継続してほしい。 

・エールプロジェクトについて。 

・きれいな学校にするには。 

 

 ◆小学生中学生フォーラムに参加しての感想や意見を書いてください。 

＜小学生・中学生の交流に関して＞ 

・小学生と中学生で、意見の特徴がかわってくるなと感じました。 

・中学生の方々との関わりが今まで無かったのですが、私達、小学生とは全く違っ 

た視点で物事を見ていたので、とても参考になりました。 

・発表の仕方についても、やはり私達小学生とは違って、中学生はとてもスラスラ 

と、わかりやすく簡潔にまとめることができていたので、ぜひ見習って今後の学 

校生活に活かしていこうと思えました。 

・小学生も参加して楽しかったので、来年も参加した方が良いと思います！ 

＜フォーラムの進行・運営に関する意見＞ 

・１部での意見交換の時間がもう少し長くてもいいと思います。 

・取り組み発表の時間は、少し時間がツメツメで、わかりやすく説明できたかな、 

と少し心配です。 

・意見交換のときに、発表者が違うけど同じ学校の人と同じ班になってしまうこと 

があったので、次回は改善してほしい。 

・「みんなが行きたいと思う学校」というテーマは幅が広すぎているので、もう少 

し狭まったテーマの方が良いのではないかと感じました。 

＜生徒の感情や気持ちに関する表現 

・真面目な人達が集まってガチガチの会議をするのかと思って緊張していたけど、 

学校・学年関係なく楽しく話し合い学ぶことができた。 

・今回のことでいろんな人が楽しく学校に通えるようになったらいいと思います。 

・もう僕は任期を終えてしまうので、今回聞いた取組は実現できないのが残念です。

もう一年やりたくなりました。 
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⑤まとめ 

＜成果＞ 

・他校との交流を通じて、自校にはない取組や多様な視点を知り、学校をより良 

くするための意欲やアイデアが高まった。 

・小学生が参加することで、交流が広がり、視点が変わったり主体的な学びが広 

がったりした。 

＜課題＞ 

・各学校の取組については３人（３校）でグループをつくり共有したが、メンバ 

ーを変えて３回行ったことで、話し合いの時間が短かくなってしまったことや、 

同じ学校の情報を聞くことになってしまったグループがあり、より深い意見交 

換や多様な交流を実現するための工夫が求められている。 

・２０２６年度の開催については、アンケート結果にあった意見も踏まえながら、 

内容や方法を検討していく。 

 

３ 次年度以降のフォーラムの開催について 

 ・「町田市教育プラン２４‐２８」の通り、２０２６年度も夏に中学校全校及び小学

校各地区代表２校で、「小学生・中学生フォーラム」を実施予定。 


